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爽
や
か
な
気
候
と
な
り
、
例
年
で
あ

れ
ば
会
員
一
同
が
集
う
定
時
総
会
開
催

の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
は
ご
承
知
の
コ
ロ
ナ

禍
の
猛
威
の
も
と
、
集
会
を
開
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
本
年
当
初
に
は
、
6

月
6
日
（
土
）
に
大
阪
産
業
創
造
館
に

て
第
12
回
定
時
総
会
の
開
催
を
予
定
し
、

既
に
予
約
も
終
え
て
い
ま
し
た
が
、
4

月
に
会
館
の
方
か
ら
「
6
月
中
の
会
場

使
用
は
不
可
」
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し

た
。本

部
で
も
、
主
催
す
る
今
年
度
の
第

25
回
全
国
総
会
は
集
会
形
式
で
の
開
催

を
中
止
し
、
「
書
面
表
決
」
を
も
っ
て

総
会
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
拠
点
で
開
催
さ
れ
る
総
会

に
対
し
て
も
、
今
回
は
特
例
と
し
て
、

こ
の
「
書
面
表
決
」
方
式
を
実
施
可
能

と
す
る
運
営
規
則
の
改
正
が
な
さ
れ
、

そ
の
旨
が
全
拠
点
に
通
達
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
阪
南
拠
点
で
も
、
今
年
度

は
こ
の
「
書
面
表
決
」
方
式
を
採
用
し

定
時
総
会
と
致
し
ま
す
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。
以
上
は
、
す
で
に
５
月
号
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
る
通
り
で
す
。

そ
こ
で
、
改
め
て
、
以
下
に
「
書
面

表
決
」
方
式
の
具
体
的
な
手
順
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

6
月
号
会
報
配
布
と
同
時
に
、
議
案

書
を
2
冊
配
布
致
し
ま
す
。

『
第
12

回
定

時
総
会

・
議

案
書
』

と

『
大
阪
拠
点
設
立
総
会
・
議
案
書
』
の

2
冊
で
す
。

◆

ま
ず
『
第
12
回
定
時
総
会
・
議
案

書
』
で
は
、
議
事
案
件
は
次
の
４
件
で

す
。

①
《
第
１
号
議
案
》

2
0
1
9
年
度
事
業
報
告

②
《
第
２
号
議
案
》

2
0
1
9
年
度
活
動
計
算
書
報
告

③
《
第
３
号
議
案
》

2
0
2
0
年
度
事
業
計
画
・
南
北

拠
点
統
合
の
件

④
《
第
４
号
議
案
》

2
0
2
0
年
度
予
算
書

こ
の
中
で
最
重
要
の
項
目
は
、
③
第

3
号
議
案
・
南
北
拠
点
統
合
の
件
で
す
。

2
年
前
の
第
10
回
定
時
総
会
で
拠
点
統

合
を
提
案
し
、
皆
さ
ん
の
承
認
を
得
て

こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

北
拠
点
の
体
制
が
整
わ
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
な
か
な
か
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
よ
う
や
く
昨
年
末
か
ら
、
執

行
部
担
当
の
南
北
六
役
会
議
が
確
立
し
、

今
年
に
入
っ
て
か

ら
も
数
回
の
会
合

を
も
ち
統
合
へ
の

道
筋
を
つ
け
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、

会
計
・
会
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
各
担
当

等
に
関
し
て
も
、

そ
の
一
本
化
に
向

け
て
調
整
を
行
い

現
在
よ
う
や
く
合

意
に
至
り
ま
し
た
。

◆

次
に
、
『
大
阪
拠
点
設
立
総
会
・

議
案
書
』
の
議
事
案
件
は
次
の
４
件
で

す
。

①
《
第
１
号
議
案
》

2
0
2
0
年
度
活
動
計
画

②
《
第
２
号
議
案
》

運
営
委
員
・
監
査
の
選
出

③
《
第
３
号
議
案
》

2
0
2
0
年
度
予
算
書

④
《
第
４
号
議
案
》

ナ
ル
ク
大
阪

運
営
規
則

今
回
の
統
合
を
機
に
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
に
も
運
営
委
員
に
参
加
し
て
頂
き
、

総
勢
25
名
で
拠
点
事
業
を
運
営
し
て
い

く
見
通
し
が
立
ち
ま
し
た
。

◆

以
上
の
合
計
８
個
の
議
案
に
つ
き
、

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
賛
否
の
意
思
を
記
入

し
て
、
6
月
23
日
（
火
）
ま
で
に
投
函

し
て
頂
く
、
と
い
う
手
順
で
す
。

こ
れ
ら
の
案
件
に
つ
い
て
会
員
諸
兄

の
承
認
を
得
ら
れ
れ
ば
、
来
る
7
月
1

日
（
水
）
を
も
っ
て
、
大
阪
拠
点
と
し

て
の
事
業
運
営
開
始
と
な
り
ま
す
。

①

拠
点
名

ナ
ル
ク
大
阪
拠
点
「
い
ち
ょ
う
の
会
」

②

電
話
・
F
A
X

０
６
‐
６
７
１
０
‐
４
５
２
２

③

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド

レ
ス
は
新
し
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
委
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し

て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
）

当
6
月
号
会
報
は
、
い
つ
も
の
4
ペ
ー

ジ
仕
様
で
な
く
2
ペ
ー
ジ
で
の
編
集
に

な
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
以
来
、

拠
点
諸
行
事
や
同
好
会
、
教
室
等
の
活

動
が
全
て
中
止
に
な
っ
て
紙
面
づ
く
り

へ
の
記
事
材
料
が
激
減
し
、
加
え
て
6

月
総
会
の
「
書
類
表
決
」
方
式
へ
の
準

備
に
追
わ
れ
た
た
め
に
、
今
月
号
に
限

り
や
む
を
得
ず
2
ペ
ー
ジ
仕
様
に
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
状
況
ご
理
解
下
さ
い

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ナルク（ＮＡＬＣ）６月号付録

「
書
面
表
決
」
で
の

定
時
総
会
に
ご
協
力
を

お
こ
と
わ
り



コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
「
対
策
に
最
も
よ
く
頑
張
っ

て
い
る
と
思
う
為
政
者
は
？
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
が
あ
っ
た
。
一
位
‥
吉
村
大
阪
府
知
事
、
二
位

‥
小
池
東
京
都
知
事
、
三
位
‥
安
倍
首
相
。
一
位

の
％
は
断
ト
ツ
だ
っ
た
。
政
治
は
別
に
し
て
、
為

政
者
の
本
質
っ
て
こ
ん
な
激
動
の
時
に
表
面
化
し

て
く
る
も
の
な
ん
だ
な
、
と
思
っ
た
。

激
動
の
今
、
表
面
化
し
て
き
た
も
の
二
題
。

何
で
も
TV
ス
タ
ジ
オ
っ
て
所
は
三
密
の
サ
ン
プ

ル
み
た
い
な
所
ら
し
い
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
並

び
、
司
会
者
中
心
に
意
見
を
述
べ
合
う
風
景
が
当

た
り
前
だ
っ
た
。
そ
れ
が
消
え
、
リ
モ
ー
ト
出
演

で
の
「
画
面
参
加
」
が
増
え
て
き
た
。
最
初
は
取
っ

て
つ
け
た
様
な
見
慣
れ
ぬ
風
景
な
の
で
か
な
り
違

和
感
も
あ
っ
た
が
、
一
か
月
も
経
つ
と
そ
れ
が
普

通
に
見
え
て
く
る
か
ら
不
思
議
。
ま
た
、
連
続
ド

ラ
マ
し
か
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
し
か
り
。
撮
影
収
録
が

で
き
な
い
も
の
だ
か
ら
、
以
前
の
画
面
を
上
手
に

編
集
・
お
化
粧
し
な
お
し
て
放
映
し
て
い
る
。
や

は
り
そ
こ
は
プ
ロ
。
か
す
か
に
以
前
見
た
感
が
あ
っ

て
も
、
結
構
目
新
し
く
楽
し
め
る
。

市
中
で
は
、
出
前
配
達
の
自
転
車
姿
が
目
に
付

く
。
大
き
な
ボ
ッ
ク
ス
状
カ
バ
ン
を
背
負
い
、
出

来
立
て
料
理
を
注
文
者
の
家
に
運
ぶ
。
コ
ロ
ナ
禍

以
前
か
ら
あ
っ
た
が
、
外
出
自
粛
で
急
成
長
し
て

い
る
。
出
前
す
る
お
店
も
運
ぶ
人
も
、
ア
プ
リ
業

者
に
登
録
し
て
お
く
ら
し
く
、
こ
れ
稼
ぐ
人
で
は

一
か
月
最
高
40
万
円
と
あ
っ
た
。

未
だ
届
か
な
い
マ
ス
ク
二
枚
と
10
万
円
申
請
書

に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
早
く
収
束
し
て
ほ
し
い

と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

守
屋

正
（
生
野
区
）

◆

六
月
十
四
日
は
、
大
阪

市
の
住
吉
大
社
の
御
田
植
え

の
行
わ
れ
る
日
だ
。
「
御
田

（
お
ん
た
）
」
と
呼
ば
れ
て

大
阪
に
夏
の
到
来
を
告
げ
る

催
し
に
な
っ
て
い
る
。
神
功

皇
后
が
長
門
の
国
か
ら
植
女

を
呼
ん
で
御
供
田
（
ご
く
う

で
ん
）
」
を
植
え
さ
せ
た
の

に
は
じ
ま
る
と
の
伝
承
が
あ

る

が

、

つ
ま

り

は

神

饌

田

（
し
ん
せ
ん
で
ん
）
の
田
植

え
神
事
で
あ
る
。
二
十
四
人
の
植
女
が
揃
い
の
衣

装
に
赤
だ
す
き
、
菅
笠
を
か
ぶ
り
田
植
え
歌
を
歌

い
な
が
ら
早
苗
を
植
え
る
。
他
に
田
舞
や
棒
打
ち

合
戦
・
住
吉
踊
り
・
植
女
踊
り
な
ど
の
芸
能
も
あ

る
、
は
な
や
か
な
行
事
で
あ
る
。

「
田
一
枚
植
え
て
立
ち
去
る
柳
か
な
」
は
「
奥

の
細
道
」
に
出
て
い
る
芭
蕉
の
有
名
な
俳
句
だ
が
、

文
法
的
に
は
ず
い
ぶ
ん
無
理
な
表
現
だ
。
田
を
植

え
て
い
る
の
は
農
民
で
あ
り
、
立
ち
去
る
の
は
田

植
え
の
様
子
を
柳
の
木
陰
で
な
が
め
て
い
た
芭
蕉

自
身
で
あ
る
。
知
ら
な
い
で
読
ん
だ
ら
、
柳
が
田

植
え
を
し
て
立
ち
去
っ
た
、
と
解
し
そ
う
な
と
こ

ろ
で
俳
句
ら
し
い
表
現
の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

☆

健
康
麻
雀
初
級

教
室

・
日
時
‥
６
月
27
日(

土)

７
月
４
日(

土)

13
時
半
～
16
時
半

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

・
日
時
‥
６
月
20
日(

土)

７
月
４
日(

土)

13
時
～
18
時

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

□

絵
手
紙

同
好
会

・
日
時
‥
６
月
15
日(

月)

14
時
～
16
時

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

□

水
切
り
絵
同
好
会

・
日
時
‥
６
月
11
日(

木)

13
時
半
～
15
時
半

・
場
所
‥
拠
点
事
務
所

拠
点
事
務
所

０
６
‐
６
７
１
０
‐
４
５
２
２

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
収
束
が
不
透
明
な
状
況

な
の
で
、
事
務
所
の
執
務
時
間
は
当
分
の
間
平
日

の
11
時
～
15
時
と
し
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
に
再
び
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

出
さ
れ
た
場
合
に
は
事
務
所
を
閉
鎖
し
ま
す
。

土
曜
・
日
曜
・
祝(

休)

日
は
、
お
休
み
で
す
。

教
室
・
同
好
会

ご
案
内

◎ 時間預託活動

時 間 22時間

提供者 8人

◎ 奉仕活動

時 間 168時間

提供者 17人

◎ 会員数

入 会 0世帯 0人

退 会 7世帯 7人

◎ 月末会員数

165世帯

209人

４月度 会員動向

こ
と
ば
の
歳
時
記
・
六
月

～
田
植
え
～

金
田
一
春
彦

吉
川

弘
美

(
東
住
吉
区)

・
短
夜
や
早
き
快
癒
を
祈
り
つ
つ

・
球
児
に
は
悲
し
き
夏
や
ウ
ィ
ル
ス
禍

・
濃

き
淡
き

緑
の

勢
増
す

並
木

き
お
い

俳

句

コ
ロ
ナ
禍
に
思
う


